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内 容 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

茨木市事業者の合理的配慮の提供

に係る助成金の利用件数(※２) 
7 件 3 件 2 件 

茨木市障害理解促進事業補助金の

利用件数 
2件 2 件 4 件 

出前講座等の派遣件数（※３） 5 回 2 回 7 回 

茨木市障害のある人もない人も共に

生きるまちづくり条例・中学生版リー

フレット配布枚数（※４） 

2,895 枚 2,795 枚 2,822 枚 

障害を理由とする差別相談対応件数 １２件 １０件 ４件 

 

内 容 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ヘルプマーク配布枚数（※１） 1,261 枚 1,508 枚 1,887 枚 

 

障害理解・障害を理由とする 

差別解消に関する指標や手法等の検討について 

 

 

１ 目的 

茨木市における障害理解・障害を理由とする差別解消に関する状況等を把握するための指標や

手法等について検討する。 

 

２ 本市で把握している数値等について（参考） 

(1) 本市の施策評価で定めている指標 

 

 

 

 

(2) 本市が把握している数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※１ 別添資料参照 

※２ 「障害のある人にもやさしいお店」シールの配布枚数は、助成金申請件数と一致。 

シールデザイン等については今後も引き続き検討する。 

※３ 出前講座等の内容 

・聴覚障害者の理解促進について（聞こえないってどんなこと？） 

・茨木市障害のある人もない人も共に生きるまちづくり条例について 

・障害を理由とする差別に関する相談の流れについて 

※４ 別添資料参照 
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高槻市 吹田市 　池田市   豊中市 箕面市 摂津市 茨木市
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差別の解消に関する評価指標

合理的配慮の提供費用助成

障害理解促進のための補助金

障害理解促進に係る講演・
講義等の実施

庁内向け研修等

３ 北摂他市の状況について（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ アンケート調査により把握する 

内 容 メリット デメリット 

広報誌を活用した市民

アンケート 

・定期的なアンケート調査が可

能。 

・幅広い層に向けての調査が可

能。 

・印刷・配布に係るコストを抑え

ることができる。 

・広報誌に掲載できる設問は３問 

・回答数は平均 300 人程度（少な

い場合 200人程度） 

・懸賞内容により回答数にばらつき

がある恐れがある。 

・回答者の属性に偏りがある恐れが

ある。 

単独アンケート ・対象者や、知りたい情報を絞

って的確に把握できる。 

・対象者の抽出、印刷、配布、集計

等事務負担がかかる。 

・予算化のハードル 

既存イベント等を活用

したアンケート（おにも

見にクルアート展、憲

法月間記念講演会等） 

・定期的なアンケート調査が可

能。 

・既存の仕組みを活用するた

め、導入に係る労力、コストを

抑えることができる。 

・協議会委員の所属団体等を

通じて調査するなど幅広い調

査が行える。 

・イベントの内容によっては、回答者

の属性に偏りがある恐れがある。 

企業、市職員向けアン

ケート 

・合理的配慮を提供する側の意

識調査が可能。 

・企業向けの場合、十分な回答率・

回収率を得るための検討が必要。 

 

５ 検討事項について 

上記２～４などを参考に各委員それぞれのお立場・視点から、各団体での実行可能性も含めて、

様々なご意見を頂戴したい。 










